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新年をお迎えになられた天皇皇后両陛下

御所にて【写真提供：宮内庁】

令和六年 元旦

新年あけましておめでとうございます。 
いつもMYANMAR JAPON本誌ならびにニュースメールをご購読いただき
誠にありがとうございます。 
ミャンマーはもちろん世界的な変動の中で、昨年は皆様のご支持をいただき
ながら事業を継続できたことを心より感謝申し上げます。 
まだ先行きが見通せない状況ではありますが、今年も皆様と共にさらなる
成長を遂げることを楽しみにしております。 
本年も相変わらず御交誼のほど偏にお願い申し上げます。

MJIホールディングス株式会社　
代表取締役　永杉 豊 
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　ミャンマーにお住まいの日本人、日系人の皆様、令和６（２０２４）年の年頭に当たり、謹んで
新年のお慶びを申し上げます。

　長引くロシアのウクライナ侵略に加え、中東で新たな危機が生じ、世界は戦後最も不透明かつ
不安な時代を迎えていると言っても過言ではありません。食糧・エネルギー問題、感染症、気候
変動などのグローバルな課題も、私たちの生活を直接脅かしています。

　先の見通せない時代にあって、岸田内閣は、「変化の流れを絶対に逃さない、掴み取る」という
覚悟の下、コストカット型経済からの脱却、少子化対策やデジタル化、そして世界を分断・対立で
はなく協調に導く外交に、力強く取り組みます。

　明治維新、戦後復興、高度成長。変化を「力」に変えれば大きな変革を実現できることは、日本
の歴史が証明しています。世界各地でご活躍される皆様が、「明日は今日より良くなる」と信じ
られる時代を切り拓くため、皆様と手を携えて前進してまいります。

　昨年５月、Ｇ７議長国として広島でサミットを開催いたしました。Ｇ７首脳はもとより、ゼレ
ンスキー大統領を含め世界各国首脳を被爆地広島にお迎えし、「核兵器のない世界」に向けて取
り組んでいく決意を改めて共有しました。首脳会談を行ったブラジルのルーラ大統領からは、日
系社会に対して大変敬意を有している旨の発言がありました。世界各地において信頼と尊敬を
勝ち得てこられた在留邦人・日系人の皆様のこれまでの歩みに、改めて思いを馳せ大きな感銘を
受けるとともに、大変誇らしい気持ちになりました。

　在留邦人・日系人の皆様による日本の文化や魅力の発信、ミャンマーの方々との交流は、日本
とミャンマーとを結びつける絆をさらに強く、そして友好親善をより深化させることに貢献し
ています。これは世界を分断・対立ではなく協調に導くという日本の立場と一致するものです。
現地で粘り強く御尽力されている在留邦人・日系人の皆様と政府とが手を取り合い、ともに両国
民の友好関係の促進を進めていくことができればと思いますので、引き続き、お力添えをいただ
けますよう、よろしくお願い申し上げます。

　最後に、皆様の御健勝と御多幸、そして一層の御活躍を心から祈念いたしまして、新年の御挨
拶とさせていただきます。

令和6（２０２4）年  元旦

内閣総理大臣  

岸田 文雄
内閣広報室提供

岸田内閣総理大臣の
年頭挨拶



　昨年９月に外務大臣を拝命しました上川陽子です。令和６（２０２４）年の年頭に当
たり、ミャンマーにお住まいの在留邦人・日系人の皆様に、謹んで新年の御挨拶を申し
上げます。

　日本はこれまで、相手国の社会、文化、歴史の多様性を尊重し、対話を重ね、地域の国々
に寄り添ったきめ細かな外交を進めることで、国際社会の中で信頼を築いてまいりま
した。そこには常に、世界各地で御活躍される在留邦人・日系人の皆様の献身的な貢献
がありました。

　私の座右の銘は「鵬程万里」、高い理想を掲げて遠くを見つめるというものです。外務
大臣として、世界の信頼・期待に応える日本の姿を更なる高みに引き上げるべく、①日
本の国益をしっかりと守る、②日本の存在感を高めていく、③国民の皆様からの声に耳
を傾け、国民に理解され、支持される外交を展開するという３点を重視しながら、歴史
の転換点にある日本外交の指揮を執ってまいります。

　昨年１０月、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う中断を経て、４年ぶりに対面で
第６３回海外日系人大会が開催されました。多くの日系人の方と直接交流する機会を
頂き、日系社会との連携強化の重要性を改めて実感いたしました。日本と各国の人的往
来もコロナ以前の水準に回復しつつある中、ミャンマーにお住まいの皆様の存在は、日
本文化の発信者、民間交流の担い手として必要不可欠なものと考えております。外務省
としても、現地において様々な御苦労がある中、粘り強く御尽力されておられる在留邦
人・日系人の皆様が一層御活躍いただけるよう、各種事業等を通じてサポートしてまい
ります。

　最後に、本年の干支である龍が高い理想に向かって昇ってゆくが如く、皆様にとりま
して力強く輝く一年となりますよう、皆様の御多幸と一層の御繁栄を心から祈念し、新
年の御挨拶といたします。

令和6（２０２4）年元旦
外務大臣  

上川 陽子
提供 : 外務省

上川外務大臣の
年頭挨拶
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▲2016年のミャンマー祭りでは、寺子屋で学ぶ10人の子供たちが招待された。©ミャンマー祭り

2006年から始まった
ミャンマーとの交流　

永杉　2024年最初のTOP対談にお迎
えするのは、国内外でさまざまな社
会貢献活動に尽力し、特にミャンマー
でも熱心に活動していることで知ら
れる安倍昭恵さんです。昭恵さんは
2021年10月号の本連載にもご登場い
ただき、同年に発生したミャンマー
のクーデターについてのお話を伺い
ました。あれから2年以上も経過して
いますが、残念ながらミャンマー国
内の状況は好転していません。一方、
日本では昭恵さんが代表理事を務め
る「ミャンマー祭り」が2023年、4
年ぶりに開催されるなど、コロナ禍

後の動きも生まれています。今日は
昭恵さんとミャンマーのつながりに
ついて改めてお聞きするとともに、
今後の日緬関係のあり方についてお
話を伺っていきます。
　さて、昭恵さんは2006年からミャ
ンマーで「寺子屋支援活動」と名付
けられた学校建設支援をされていま
す。学校建設支援というのは他のア
ジア諸国などでも盛んに行われてい
るものですが、そもそもなぜ、支援
先としてミャンマーを選んだのでしょ
うか。
安倍　他国の子どもたちに教育の機
会を支援することは以前から興味が
ありました。こうした支援をどの国
に対して行うべきかを、主人（安倍晋
三氏）に相談したところ「それならミャ
ンマーがいいんじゃないか」と返答
されたことが、そもそものきっかけ
ですね。
永杉　ご主人のアドバイスだったの
ですね。ご主人はどうしてミャンマー
を挙げたのでしょうか。
安倍　1980年代、第一次
中曽根政権時代の話です。
同内閣では義父の安倍晋太
郎が外務大臣を務めており、
主人は大臣秘書官に就任し
ました。当時は先の大戦に
かかわる戦後補償が進めら
れており、主人も随行して
各国との補償交渉に参加し
たのですが、ほかの国々と
の話し合いは大変難航した
そうです。そのような中、
ミャンマーだけが日本の軍
歌を歌って大歓迎してくれ、
補償交渉もミャンマー側の
要求はほとんどなく、極め

てスムーズに終わったと聞いていま
す。主人はそれ以降、ミャンマーに
深く関心を寄せていました。
永杉　ビルマ戦線は苛烈を極め、日
本兵の戦死者は15万人とも19万人と
も言われています。もちろん、ビル
マの国土や国民に対して与えた影響
も大きなものでした。にもかかわらず、
補償交渉の場でそのような振る舞い
ができるのは、ミャンマーの人々の
心の広さ、温かさを示していますね。
安倍　主人の言葉をきっかけにミャ
ンマーに関わることになり、各地で
学校を作る活動を始めました。この
活動を通じてミャンマーを深く知り、
本当に良い国だと感じたのですが、
日本人がミャンマーに持つイメージ
が「軍事政権の怖い国」で留まって
いることにズレを感じました。そこで、
ミャンマーの本当の良さを知っても
らう活動も始めようと思い至ったの
です。一般社団法人ミャンマー祭り
の会長に就任させていただいたのも、

そんな思いが根底にあります。

出会った人々が見せる
ミャンマーへの思いに感化

永杉　ミャンマーに関する活動を始
められたのは2006年ですから、今年
で18年目。息の長い活動になってい
ますね。
安倍　さまざまな活動を続けてこら
れたのは、ミャンマーに熱い思いを
抱く方々との出会いが大きかったと
思っています。みなさん、本当に多
くの苦労を重ねながらミャンマーの
ために奔走しています。そうした姿
に私も強く影響されました。
　例えば、寺子屋支援でお世話になっ
ているNPO法人メコン総合研究所の
岩城良生さん。彼は元々ミャンマー
出身で、今は日本に帰化をしていま
す。来日当初は本当にご苦労された
そうで、大人数で同居して自分は押
し入れの中で寝ていたなんてお話も
聞きました。苦学の末に日本語学校、

第 回116

安倍昭恵 永杉豊
 MYANMAR JAPON CO., LTD. CEO

今年で18年目。ミャンマーとの交流を続ける元総理夫人
【今回のテーマ】

先の大戦から継続するミャンマーとの「ご縁」をつなぐ

このコーナーでは、MYANMAR 
JAPON代表の永杉が毎回、日
本・ミャンマーの第一線で活躍す
るリーダーと対談し、“現代ミャン
マー”の実相に迫ります。

東京都生まれ。聖心女子専門学校英語科卒業。立教大
学大学院21世紀社会デザイン研究科修了。株式会社電
通の新聞局に勤務していた1987年、後に第90・96・
97・98代内閣総理大臣となる安倍晋三氏と結婚。社会
貢献活動に尽力しており、現在は一般社団法人ミャン
マー祭り代表理事のほか公益財団法人社会貢献支援財団
会長、財団法人大東亜戦争全戦没者慰霊団体協議会会長
など、さまざまな要職を兼務している。

安倍昭恵

 

Abe Akie
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められたのは2006年ですから、今年
で18年目。息の長い活動になってい
ますね。
安倍　さまざまな活動を続けてこら
れたのは、ミャンマーに熱い思いを
抱く方々との出会いが大きかったと
思っています。みなさん、本当に多
くの苦労を重ねながらミャンマーの
ために奔走しています。そうした姿
に私も強く影響されました。
　例えば、寺子屋支援でお世話になっ
ているNPO法人メコン総合研究所の
岩城良生さん。彼は元々ミャンマー
出身で、今は日本に帰化をしていま
す。来日当初は本当にご苦労された
そうで、大人数で同居して自分は押
し入れの中で寝ていたなんてお話も
聞きました。苦学の末に日本語学校、
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安倍昭恵 永杉豊
 MYANMAR JAPON CO., LTD. CEO

今年で18年目。ミャンマーとの交流を続ける元総理夫人
【今回のテーマ】

先の大戦から継続するミャンマーとの「ご縁」をつなぐ

このコーナーでは、MYANMAR 
JAPON代表の永杉が毎回、日
本・ミャンマーの第一線で活躍す
るリーダーと対談し、“現代ミャン
マー”の実相に迫ります。

東京都生まれ。聖心女子専門学校英語科卒業。立教大
学大学院21世紀社会デザイン研究科修了。株式会社電
通の新聞局に勤務していた1987年、後に第90・96・
97・98代内閣総理大臣となる安倍晋三氏と結婚。社会
貢献活動に尽力しており、現在は一般社団法人ミャン
マー祭り代表理事のほか公益財団法人社会貢献支援財団
会長、財団法人大東亜戦争全戦没者慰霊団体協議会会長
など、さまざまな要職を兼務している。

安倍昭恵

 

Abe Akie
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MJIホールディングス株式会社代表取締役、NPO法人ミャ
ンマー国際支援機構代表理事。学生時代に起業、その後ロ
サンゼルス、上海、ヤンゴンに移住し現地法人を設立。
2013年6月より日本及びミャンマーで情報誌「MYANMAR 
JAPON」を発行、ミャンマーニュースサイト「MYANMAR 
JAPONオンライン」とともに両メディアの統括編集長を
務める。ヤンゴンでは人材紹介事業を立ち上げ数多くのミャ
ンマー人材を日系企業に紹介する。UMFCCI（ミャンマー
商工会議所連盟）、ヤンゴンロータリークラブに所属。著
書に『ミャンマー危機 選択を迫られる日本』（扶桑社）。

永杉 豊

MYANMAR JAPON CO., LTD. 
CEO    

Nagasugi Yutaka
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大学、大学院と進学して、今も両国
の架け橋となる仕事を続けています。
　ジャパンハートの吉岡秀人先生と
の出会いも素晴らしいものでした。
吉岡先生がよくおっしゃっているの
は「先の大戦でお世話になったミャ
ンマー人への恩返しである」という
ことなのですね。決して、貧しいか
ら支援してあげるみたいな考え方で
はなく、過去から続く日本とミャン
マーのご縁をつなぐという考え方に、
深く共感しています。
永杉　ご主人の戦後補償交渉のエピ
ソードといい、昭恵さんとミャンマー
にも、先の大戦から続くご縁がある
のかもしれませんね。
安倍　実は、近年もそう思わされる

ことがありまし
た。山口県下関市
に「uzuhouse」と
いうゲストハウス
があります。私は
このプロジェクト
に開業前から少々
関わっているので
すが、オープン予
定地を聞いたとき
もミャンマーとの
ご縁を感じずには
いられませんでし
た。「uzuhouse」
があるのは赤間神
宮の目の前で、海
に面した場所。関
門海峡を隔てたす
ぐ先は北九州市の
門司ですが、そこ
には世界平和パゴ
ダがあり、ゲスト
ハウスからパゴダ

を遠くに望むことができるのです。
永杉　旧日本軍の兵士たちは、門司
港からビルマなどの南方戦線へ出征
しました。彼らを慰霊するため1958
年に建てられたのが世界平和パゴダ
です。日本で唯一ミャンマー仏教会
に認められている寺院で、2021年に
は国の登録有形文化財
（建造物）にも指定され
ています。まさに、先
の戦争と密接に関わる
施設ですね。
安倍　私はゲストハウ
スの場所決めに一切関
わっていないのですが、
その場所に決まったこ
とを聞いたときは驚き

ました。長年ミャンマーとの関わり
を続けていますが、時折このように
「ミャンマーに呼ばれている」という
ご縁を感じることがあります。

現地への渡航が難しい今は
在日ミャンマー人と交流を

永杉　昭恵さんが代表理事を務める
「一般社団法人ミャンマー祭り」が主
催する「ミャンマー祭り」はコロナ
禍で中断していましたが、2023年5
月に4年ぶりとなる開催を果たしまし
た。一方、ミャンマー国内での混乱
は依然として続いています。我々が
会員向けに提供しているニュースメー
ルを見ても「軍系企業で爆発」「一般
市民の逮捕相次ぐ」など、地方はも
とよりヤンゴンでも物騒な出来事が
続いています。2021年2月のクーデ
ターから間もなく3年。この状況をど
う見ていますか。
安倍　前回のインタビューの際にも
同じことを申し上げましたが、やは
りお互いが武器を持たずに解決する
方法を模索してほしいと願うしかあ
りません。こうした発言をすると、
ミャンマー人からも反発があること
は承知しています。内政干渉だとい
う声もあるでしょう。しかし、ウク
ライナやパレスチナで起こっている

「助けてあげる」のではなく、ミャンマーから学ぶ姿勢を

ように「家族を守るために相手を殺
さなければならない」という状況は、
どこかで終止符を打たなければなら
ないと、外部から訴えかけていきた
いと思っています。
永杉　2023年11月29日、日本の外
務省がミャンマーの危険情報を更新
し、一部地域の危険レベルを引き上
げました。ヤンゴンの6地域（ダゴン・
セイッカン地区、フラインターヤー
地区など）は渡航中止勧告ではないも
のの、レベル2である「不要不急の渡
航は止めてください」が継続してい
ます。
　こうした状況の中、今後我々はど
のようにミャンマーと接し、支援し
ていけば良いとお考えでしょうか。
安倍　現地に行って交流をしたり支
援活動をしたりすることは難しいで
しょう。私も立場上、自由にミャン
マーに行けるとは思っていません。
だからこそ、今は日本にいるミャン
マー人と深く関わることを大切にし
ています。「ミャンマー祭り」の開催
もその一つです。日本人とミャンマー
人が交流できる場所ができれば、ミャ
ンマー人にとって日本が過ごしやす
い場所になってくれるはずです。
　また、ミャンマーからの避難民は

国境を越えてタイなどの隣国に逃れ
ています。私はこうした困窮者の方々
にも支援の手を差し伸べるべきだと
考え、永杉さんが一昨年に立ち上げ
られたNPO「ミャンマー国際支援機
構」にも積極的に協力したいと考え
ています。
　交流や支援をする上で大切なこと
は、「ミャンマーは貧乏だから、クー
デターで大変だから」といった気持
ちではなく、ミャンマーから学べる
ことはたくさんあるという気持ちで
接してほしいということです。
　ミャンマー人を採用している企業
経営者のお話を聞くと「ミャンマー
人は休みを多く取ることが多くて困
る」という悩みを持つ方がいます。
休む理由を本人に聞くと「友達が悩

んでいるから寄り添ってあげたい」
という理由を話したそうです。確か
にそれは、仕事優先の日本人からす
ると驚く理由です。でも、そこで友
達に寄り添わないことが本当に正解
なのでしょうか。もちろん限度はあ
りますが、ミャンマー人のやさしさ
から日本人が学べることも多くある
はずです。
永杉　身近な人に深く寄り添う心は、
多くのミャンマー人に共通するもの
です。だからこそ、同じ国民同士で
争いを続ける今の状態は本当に心が
痛みます。あれから3年が経とうとし
ている2024年こそ、事態が良い方向
に動くことを期待せずにいられませ
ん。本日はお忙しい中、ありがとう
ございました。

▲アウン・サン・スー・チー氏と
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大学、大学院と進学して、今も両国
の架け橋となる仕事を続けています。
　ジャパンハートの吉岡秀人先生と
の出会いも素晴らしいものでした。
吉岡先生がよくおっしゃっているの
は「先の大戦でお世話になったミャ
ンマー人への恩返しである」という
ことなのですね。決して、貧しいか
ら支援してあげるみたいな考え方で
はなく、過去から続く日本とミャン
マーのご縁をつなぐという考え方に、
深く共感しています。
永杉　ご主人の戦後補償交渉のエピ
ソードといい、昭恵さんとミャンマー
にも、先の大戦から続くご縁がある
のかもしれませんね。
安倍　実は、近年もそう思わされる

ことがありまし
た。山口県下関市
に「uzuhouse」と
いうゲストハウス
があります。私は
このプロジェクト
に開業前から少々
関わっているので
すが、オープン予
定地を聞いたとき
もミャンマーとの
ご縁を感じずには
いられませんでし
た。「uzuhouse」
があるのは赤間神
宮の目の前で、海
に面した場所。関
門海峡を隔てたす
ぐ先は北九州市の
門司ですが、そこ
には世界平和パゴ
ダがあり、ゲスト
ハウスからパゴダ

を遠くに望むことができるのです。
永杉　旧日本軍の兵士たちは、門司
港からビルマなどの南方戦線へ出征
しました。彼らを慰霊するため1958
年に建てられたのが世界平和パゴダ
です。日本で唯一ミャンマー仏教会
に認められている寺院で、2021年に
は国の登録有形文化財
（建造物）にも指定され
ています。まさに、先
の戦争と密接に関わる
施設ですね。
安倍　私はゲストハウ
スの場所決めに一切関
わっていないのですが、
その場所に決まったこ
とを聞いたときは驚き

ました。長年ミャンマーとの関わり
を続けていますが、時折このように
「ミャンマーに呼ばれている」という
ご縁を感じることがあります。

現地への渡航が難しい今は
在日ミャンマー人と交流を

永杉　昭恵さんが代表理事を務める
「一般社団法人ミャンマー祭り」が主
催する「ミャンマー祭り」はコロナ
禍で中断していましたが、2023年5
月に4年ぶりとなる開催を果たしまし
た。一方、ミャンマー国内での混乱
は依然として続いています。我々が
会員向けに提供しているニュースメー
ルを見ても「軍系企業で爆発」「一般
市民の逮捕相次ぐ」など、地方はも
とよりヤンゴンでも物騒な出来事が
続いています。2021年2月のクーデ
ターから間もなく3年。この状況をど
う見ていますか。
安倍　前回のインタビューの際にも
同じことを申し上げましたが、やは
りお互いが武器を持たずに解決する
方法を模索してほしいと願うしかあ
りません。こうした発言をすると、
ミャンマー人からも反発があること
は承知しています。内政干渉だとい
う声もあるでしょう。しかし、ウク
ライナやパレスチナで起こっている

「助けてあげる」のではなく、ミャンマーから学ぶ姿勢を

ように「家族を守るために相手を殺
さなければならない」という状況は、
どこかで終止符を打たなければなら
ないと、外部から訴えかけていきた
いと思っています。
永杉　2023年11月29日、日本の外
務省がミャンマーの危険情報を更新
し、一部地域の危険レベルを引き上
げました。ヤンゴンの6地域（ダゴン・
セイッカン地区、フラインターヤー
地区など）は渡航中止勧告ではないも
のの、レベル2である「不要不急の渡
航は止めてください」が継続してい
ます。
　こうした状況の中、今後我々はど
のようにミャンマーと接し、支援し
ていけば良いとお考えでしょうか。
安倍　現地に行って交流をしたり支
援活動をしたりすることは難しいで
しょう。私も立場上、自由にミャン
マーに行けるとは思っていません。
だからこそ、今は日本にいるミャン
マー人と深く関わることを大切にし
ています。「ミャンマー祭り」の開催
もその一つです。日本人とミャンマー
人が交流できる場所ができれば、ミャ
ンマー人にとって日本が過ごしやす
い場所になってくれるはずです。
　また、ミャンマーからの避難民は

国境を越えてタイなどの隣国に逃れ
ています。私はこうした困窮者の方々
にも支援の手を差し伸べるべきだと
考え、永杉さんが一昨年に立ち上げ
られたNPO「ミャンマー国際支援機
構」にも積極的に協力したいと考え
ています。
　交流や支援をする上で大切なこと
は、「ミャンマーは貧乏だから、クー
デターで大変だから」といった気持
ちではなく、ミャンマーから学べる
ことはたくさんあるという気持ちで
接してほしいということです。
　ミャンマー人を採用している企業
経営者のお話を聞くと「ミャンマー
人は休みを多く取ることが多くて困
る」という悩みを持つ方がいます。
休む理由を本人に聞くと「友達が悩

んでいるから寄り添ってあげたい」
という理由を話したそうです。確か
にそれは、仕事優先の日本人からす
ると驚く理由です。でも、そこで友
達に寄り添わないことが本当に正解
なのでしょうか。もちろん限度はあ
りますが、ミャンマー人のやさしさ
から日本人が学べることも多くある
はずです。
永杉　身近な人に深く寄り添う心は、
多くのミャンマー人に共通するもの
です。だからこそ、同じ国民同士で
争いを続ける今の状態は本当に心が
痛みます。あれから3年が経とうとし
ている2024年こそ、事態が良い方向
に動くことを期待せずにいられませ
ん。本日はお忙しい中、ありがとう
ございました。

▲アウン・サン・スー・チー氏と



10 Jan  2024

2021年2月1日。 ミャンマ ーで軍事ク ー デタ ーが発生

し、 アウン ・ サン ・ ス ー・ チ ー氏や民主派の国民民主

連盟(NLD)の党員数百人が拘束されました。

国民の大多数がこれに異を唱え各地でデモを起こし

ましたが、 ミャンマ一軍や警察隊はこれを弾圧し、 多

くの市民が殺されました。

あれから3年近くが経つ今、 軍と民主化勢力の衝突

は激しさを増しています。 現在までに多くの犠牲者

が発生したほか、 UNHCRによると260万人以上の人々

が避難を強いられ、 困窮した生活を送っています。

状況が悪化の一途をたどる中、 私たちは困窮する避難

民や民主派団体へのサポ ー トを行うべく、 NPO法人

ミャンマー国際支援機構を設立しました。

ミャンマ ーの人々が饂かれた厳しい状況を少しでも

改善するための活動に対し、 みなさまのご支援とご協

力をお願いいたします。

民主化勢力の一部は地方の村やジャングルに潜伏して
います。軍はこれに対して空爆を実行。これまでにカレ
ン州、カチン州、カヤ ー州、チン州や地方管区がおもな
標的となり、多くの民家が跡形もなく破壊されました。

空爆を始めとする軍の攻撃により、260万人以上が
避難を余儀なくされています。国内避難民だけでな
くタイなどの国境を超えて逃げる人も数多く、食糧
や医療の不足に苦しんでいます。

軍に捕らえられたアウン・ サン・ ス ー・ チ ー氏は汚
職や選挙不正など複数の罪に問われています。
裁判は非公開で進められ、19の罪状で禁固33年
の有罪判決を受け収監されています。
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警備の影響で通行する
車輌は若干少なめだ
が、歩行者やデリバ
リーサービスの自転車
が普段よりも多く感じ
られた。裏通りは、相
変わらず駐車車両が多
い。

太平洋戦争後の戦後賠償
で日野自動車がミャンマー
国内の工場に技術供与し
生産されたバス。2017年1
月のYBS設立を機にヤン
ゴンから姿を消した。

自動車や人の往来は少ないが、停電の影響
で発電機の音が騒々しい。

警備員の暴行事件か
ら2年、久しぶりの
店内撮影となった。
1階中央にはクリス
マスツリーが設置さ
れていたが、以前の
ような賑わいは戻っ
ていない。

文字通り静か。季節は秋だが暑い日が
続いており、外出する人も少ない模様。

燃油不足の影響か、これまでになく交通
量が少なかった。警察署も近いため、通
行する人もあまり多くないようだ。

ヤンゴンは今どうなっているのか。最新画像とともに、主要スポットの現在をお伝えする。（2023年12月15日撮影）

撮影が軍評議会（SAC）総司令官が第3タンリン橋を視察する日と重なり、いつも以上に市内各所で厳重な警備体制が敷かれていた。

定点観測
ヤンゴン

アーカイブ

サクラタワー前

＜編集部が選ぶ過去の一枚＞ミャンマープラザ

スーレーパゴダ付近 ボージョー アウン サン マーケット

ヨーミンジー通り ガソリンスタンド

ミャンマー製「日野BM型」バス（撮影時期不明）

ボヤニュン通り

多くの店舗が閉店したままの状態が続い
ているが、ジュエリーやアパレルショッ
プなどの買い物客は増えている。

全国的な燃油不足で価格は高騰、欠品も
相次いだ。給油待ちの車列も長い。
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　皆さんはド・ロ神父をご存じで
しょうか。ご存じの方はクリスチャ
ンか長崎県出身、あるいは相当な
長崎好きの方だと思います。「ド・
ロ壁」や「ド・ロ様そうめん」「ド・
ロ神父のかんころ餅」なども有名
です。

ド・ロ神父の軌跡を追う

　マルク・マリー・ド・ロ神父
（1840-1914年）は、明治初期から
大正にかけて、貧困や飢餓、疾病
に苦しんでいた長崎外海の住民に
対して農地の改良や殖産、福祉、
建築などを指導し、自立（自律）の
道を開いたフランス人宣教師です。
貴族の父から遺産を譲り受け、現
在の価値で2億円ともいわれる私財
をなげうって、外海の貧しい村民
たちと生活を共にし、その一生を
長崎で終えた方です。
　今回私は日本に立ち寄り、この
ド・ロ神父の軌跡を追ってみまし
た。今、自分にできることは何か。
10年後の未来を創るため、偉人た
ちが残した功績を辿り、自分が行
おうとしていることが「将来のミャ
ンマーを創る」ことに通ずるのか、
確信を得るためでもありました。
　ド・ロ神父の功績は凄まじく、
自分の国でもないのにここまで支
援できるのか？驚き隠せませんで
した。それとともに、信念に基づ
き突き動かされる「何か」が彼の
魂から沸き起こっていたのだと想
像することができたのです。

　布教のために訪れた長崎の外海
でしたが、ド・ロ神父はまず貧しかっ
た人々の生活を支えることから始
めました。授産所（貧困者や失業者
に自立助長のため仕事や技能を与
えることを目的とした施設）を設立
し、織物や染色などの技術を習得
させたのです。その後「女部屋」
と呼ばれる教会奉仕と福祉活動を
目的とした共同体へと発展してい
きます。私学校も開設し、学問の
道も開かれました。また、パンや
そうめんなどの製法も教え、それ
を販売し収入に変えていきます。
藪だらけの荒れ放題の土地を見つ
けては開墾し、畑に変えていきま
す。“息つく暇もないほどの忙しさ”
であったろうと思います。
　彼らの食料は「かんころ餅」と
いうサツマイモを乾燥させたもので、
少しずつふやかして食べたとのこ
とです。電気も無い時代、ローソ
クの灯りの中で彼は何を見ていた
のでしょうか。

ミャンマーの未来を創るために

　私は、このド・ロ神父の功績こ
そが現在のミャンマーには必要な

のではないだろうかと感じました。
その上で、栃木県那須塩原市にある
アジア学院の有機野菜栽培や、ス
コットランドにあるエコシステム
で自然と共創するフィンドホーン
などがミャンマーの未来を創るう
えでモデルケースになるのではな
いかと考えたのです。
　今回の長崎訪問は、ヤンゴンで
ロードサービスを展開するSAT 
JAPANの山口弘隆社長とメトロIT
ビジネスカレッジの堀啓輔様のご
協力で実現しました。
　ご縁は自分では創れない！有意
義な時間をありがとうございました。

名知仁子（なち さとこ）

マルク•マリー •ド•ロ神父の功績に
ミャンマーを重ねる

第22回 ・

1963年生まれ。88年獨協医科大学を卒業後、日本医科大学付属
病院第一内科医局入局。2002年、国境なき医師団に入団し、同年
タイ・メーソートの難民キャンプ、04年からはミャンマー・ラカイン
州で医療支援に携わる。また、03年には外務省のODA 団体、ジャ
パン・プラットフォームの要請で、イラク戦争で難民となったクルド人
の医療支援に参加。08年には、サイクロンで被災したミャンマーの
デルタ地域で緊急医療援助に参加する。同年、任意団体ミャンマー
クリニック菜園開設基金を設立し、12年6月にNPO法人ミャンマー　
ファミリー・クリニックと菜園の会（現MFCG）設立し、現職。

ミャンマー　ファミリー・クリニックと菜園の会　https://mfcg.or.jp/

2024©MFCG
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［12月20日］
資金難でミャンマー支援が
難航、国連
　国連のステファン・デュジャリック報道
官は12月19日、ミャンマーでは人口の3分
の1にあたる1,860万人が人道支援を必要と
する状況だと発表した。
　同報道官によると、避難民は昨年より100
万人増え、2021年2月のクーデター前と比
べ19倍に増加しているという。このうち、
600万人は避難先で医療支援を必要としてお
り、食糧不足にも直面していると指摘した。
　国連人道問題調整事務所（OCHA）は12月
15日、ミャンマー全土の3分の2で戦闘が発
生しており、避難民は260万人を超えたと
発表したが、2023年度は必要な資金8億
8,700万米ドル（およそ1,275億円）のうち拠
出できたのは2億6,000万ドル（およそ375
億円）にも満たなかったという。

ヤンゴン水道局、
職員が推測で水道料金請求
　ヤンゴン市郊外の北オカラッパ郡区で、
水道局職員が適当に水道料金を請求してい
ることが明らかになった。
　地元住民は、「水道局職員が水道メーター
の数値をチェックしている姿を一度も見た
ことがない」と証言。「8月の水道代が、9月
には4倍にも跳ね上がった。推測で水道代を
請求しているのは確実だ」と批判した。
　ヤンゴン市開発委員会（YCDC）の職員は、
「水道メーターの数値を読まずに水道代を請
求している問題は以前からあった。最近は
職員が足りないため、それが酷くなってい
るだけだ」と認めた。

ミャンマー・中国国境ゲート、
少数民族武装組織の支配下に
　少数民族武装組織のコーカン軍（ミャン
マー民族民主同盟軍：MNDAA）は12月18

日、シャン州北部コーカン自治区のヤン・
ロン国境ゲートを支配下に置いたと発表した。
　同国境ゲートは、ミャンマー・中国国境
ではチンシュエホーについで2番目の規模。
コーカン自治区内で戦闘は発生していなかっ
たが、軍評議会（SAC）統制下の警察部隊が撤
退し、MNDAAが駐留したという。

［12月19日］
ヤンゴン都市ゲリラ隊、
市民に注意を呼びかけ
　最大都市ヤンゴンで相次いで発生した爆発
事件で市民が負傷したことに関し、都市ゲリ
ラ隊「アルファ・オペレーション」は12月
17日、注意を呼びかける声明を発表した。
　ヤンゴンでは、12月15日の夕方から16日
の朝にかけて東ダゴン、南ダゴン、チーミン
ダイ、ドウポン、ボタタウン、タムエ、アロ
ン、ダラ、ミンガラドンなど13郡区で爆発
事件が相次いで発生した。アロン郡区のホテ
ルでは従業員1人が死亡したほか、15人が負
傷したという。このうち、少なくとも2人は
市民が巻き込まれたことが明らかになってい
る。
　今回の一般市民が負傷したことを受け、都
市ゲリラ隊は不審物を見かけた際には近寄ら
ず、関与しないよう注意を呼びかけた。
　一連の爆発事件では、Bluetoothスピー
カーを改造した時限式爆弾が用いられたとい
う。

［12月18日］
ミャンマー空軍に
ロシア製ジェット戦闘機
　ミャンマー空軍は12月15日、空軍設立
76周年を記念して、首都ネピドーの空軍基
地でロシア製戦闘機の披露式典を開催した。
　軍評議会（SAC）トップのミン・アウン・フ
ライン総司令官は、「空軍の戦闘力を向上す
る新たな一歩だ。今後、航空宇宙の能力を
備えた有能な空軍になるようにしなければ
ならない」と述べた。

出稼ぎ労働者から所得税2％強制徴収、
在マレーシア・ミャンマー大使館も
　軍評議会（SAC）統制下の在マレーシア・
ミャンマー大使館は12月17日、マレーシア
で就労しているミャンマー人労働者に対し、
2％の所得税を徴収すると発表した。

　調べによると、2023年10月から2024年
3月までの収入に2%の所得税を徴収し、こ
れを納付しない場合はパスポートの更新が
行われないという。
　韓国やシンガポール、タイのミャンマー
大使館も同様の通達をしている。軍評議会
（SAC）労働省は、ミャンマー国内の送り出し
機関を通じて海外出稼ぎ労働者に収入の
25％を毎月または3か月に1回、ミャンマー
の家族に送金するよう通達するなど、外貨
の獲得に躍起になっている。

［12月15日］
「ミャンマー軍評議会と北部同盟一時
停戦合意」中国外務省発表も疑問の声
　中国外務省の毛寧副報道局長は12月14
日、ミャンマー軍評議会（SAC）と少数民族武
装組織のコーカン軍（ミャンマー民族民主同
盟軍：MNDAA）、アラカン軍（AA）、タアウ
ン民族解放軍（TNLA）で構成される北部同盟
が和平交渉を行い、一時停戦や対話の継続
などで合意したと発表した。
　中国外務省は11日、SACと北部同盟が協
議を行ったことを発表、SAC報道官のゾー・
ミン・トゥン少将も「中国政府の仲介によ
り北部同盟との協議が実現した」と追認し
ていた。
　しかし、北部同盟は「共通の目標が達成
されるまで戦いを続ける」との立場を表明
しており、これまでのところ双方から停戦
についての公式発表もない。

［12月13日］
ミャンマー、世界最大の
アヘン生産国に 国連
　国連薬物犯罪事務所（UNODC）は12月12
日、ミャンマーがアフガニスタンに代わり
世界最大のアヘン生産国になったと発表し
た。これまで最大だったアフガニスタンの
生産量が、イスラム主義組織タリバン暫定
政権による取り締まりで激減したためとみ
られる。
　UNODCによると、ミャンマーにおける
2023年のアヘン生産量は1,080トンで、前
年の790トンから大幅に増加した。また、
ケシの栽培面積も99,000エーカー（およそ
400平方k㎡）から116,000エーカー（およそ
469平方k㎡）に拡大したという。

© Radio Free Asia

クーデター関連
ニュースまとめ

▲かつての活気が戻らない、ボージョー アウン サン マーケット

人道危機が深刻化するミャンマー。
2024年は事態が好転することを切に願いたい。
12月20日までの主なニュースをピックアップする。
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2024年新年明けましておめでとうございます95

No.411-412, 4th Floor, Hledan Center, 8 Ward, 
Kamaryut Township, Yangon, Myanmar.  税務はおまかせ！

+95-9-252405320（若松） +95-9‐404469726（土屋） japanoutsourcingmyanmar@gmail.com

おかげさまで、ミャンマーオフィス開設
10年目となります。

　みなさま、新年明けましておめでとうございます。2024年の
スタートです。実は、ミャンマーでは、1月1日は祝日ではなく、
普通の平日です。稼働している事業所も多く有ります。ミャン
マーのお正月は、やはり4月の水祭り時期なのですね。
　さてさて、今年は、どんな年になるのでしょう。去年よりは良
い年になってほしいものです。コロナ禍が収束したといっても、
他の国と異なり、政変という別の困難をかかえるミャンマー。し
かし、日系企業は、いまだ数百社がこの地に留まり、操業してい
ます。
　2022年4月から適用されている外国通貨の公定レートの
固定やチャットへの強制兌換のインパクトは大きく、ミャンマー
の経済は、引き続き非常に厳しい状況に直面しています。問題
がすぐに解決するといった性質のものではないため、タフに耐
えていく必要があります。
　一方で、多くはないですが、このような時期にも関わらず、新
たにミャンマーに進出してくる日系企業もいらっしゃいます。現
状でもCMPやオフショア事業、送り出しについては、金融の混
乱の影響を比較的緩和しやすいビジネスのため、引き続き好調
の会社さんも多く有ります。新規組については、ミャンマーにな
いサービスを内需向けに広めたいといった会社さんも見受け
られます。
　常々申し上げている通り、ミャンマーの人材は、どのレイヤー
をとっても非常に勤勉で優秀なため、この国の宝の１つと言え
るでしょう。その人たちをうまく活かせるビジネスモデルであれ
ば、今後も成長が見込めると思います。今現在、ミャンマーでビ
ジネスをやっているということは、その点では非常にチャンスな
のです。

　ミャンマーの税務会計においては、2023年は、税務調査が
多い年でありました。弊事務所のクライアントも4割近くが受け
ています。LTOやMTO１，２といった外国企業も所轄する税務
署による税務調査については、追徴指摘事項についても、昔ほ
ど納得感の湧かない理由付けはだいぶなくなってきました。
ローカルを所轄するMTO４といった税務署については、むしろ
悪化しているかもしれません。正しい徴税制度構築のための基
礎作りの努力は、役所・納税者側双方が行っていかねばならな
いものです。1日も早く平和が訪れて、国づくりがしっかりと行
えるようになることを祈るばかりです。

あとがき
　先日、若松が取材を受
けた本が出版になりまし
た。『アジアで挑戦＆活躍
する日本の会計事務所』
（ブレインワークス社刊）。
「企業の海外進出の黎明
期だった1990年代から
2010年以降に海外に展
開した会計事務所9社の
取材を通じて、日系企業の
アジア進出の変遷への理解を深め、進出のヒントにしていただ
きたい」「企業の海外進出を陰でささえる会計人個人の奮闘を
紹介して、会計分野を目指す若者たちのキャリアデザインの参
考にしてもらいたい」という趣旨とのことです。ご興味の向きは
ぜひ。

ミャンマー  Right Hand Associates
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ミャンマー中銀、
「非正規レート」を廃止
　軍評議会（SAC）統制下のミャンマー中央銀
行（CBM）は12月5日、民間銀行を通じて外
貨の売買をオンラインで報告・承認する「非
正規レート」を廃止すると国内の銀行に通
達した。
　2021年2月のクーデター以降ミャンマー
チャットは暴落し、CBMは米ドル・チャッ
ト為替レートを安定させるために公定レー
トに対して±0.8％の範囲内で取引きするバ
ンド規制を導入。昨年8月には公定レートを
1米ドル＝2,100Ksに切り下げた。しかし、
当時の実勢為替レート（地下市場の「闇価
格」）は1米ドル＝3,000Ksを超えており、公
定レートと乖離する状況が続いていた。
　CBMは、今年6月に今回中止となった「非
正規レート」を導入し、1米ドル＝2,920～
2,922Ksと設定した。これにより、実質的に
三重相場となり混乱が続いていた。

日本のODAで建設「新バゴー橋」、
主要部分の工事完了
　軍評議会（SAC）建設省・橋梁局は、最大都
市ヤンゴン中心部とティラワ経済特別区
（SEZ）があるタンリン郡区のバゴー川に架か
る「新バゴー橋（第3タンリン橋）」の建設工
事について、主要部分の工事が完了したと
発表した。
　バゴー川に架かる2つの橋は渋滞が深刻化
しているほか老朽化も進んでおり、独立行
政法人国際協力機構（JICA）による310億円
分の借款を含む日本政府開発援助（ODA）で
新たな橋の整備が進んでいた。

ヤンゴンのタクシー料金、
過去最高値に
　ミャンマー国内で販売されているガソリ
ンが最高値を更新した影響で、ヤンゴンの
タクシー料金も値上がりしている。
　利用者によると、スーレーからミンガラ
ドン郡区のアウン・ミンガラー高速バスター
ミナルまでの料金は22,000Ks（およそ1,540

円）で、先月と比べて7,000Ks（およそ490
円）も値上がりしているという。
　ヤンゴン市内で運行するライドシェアの
Grabも距離あたりの加算運賃が1,000Ks（お
よそ70円）上昇したという。

ミャンマーの経済成長率は
1％にとどまる 世銀予測
　世界銀行は12月12日、2023年度（2023
年4月～2024年3月）のミャンマーの経済成
長率は1％にとどまるとの見通しを発表した。
　報告書によると、企業活動の指標は2023
年半ばから悪化しており、9月の稼働率は
56％にとどまった。世銀は、ミャンマーで
は10月下旬から軍と少数民族武装勢力の紛
争が激化した影響で、多くの人が家を追わ
れ労働力が不足していると分析。また、紛
争により中国との国境貿易に重要なシャン
州北部の国境ゲートが閉鎖されているほか、
タイ、インドとの貿易ルートも遮断された
と指摘した。
　世銀が半年ごとに発表するミャンマー経
済モニターによると、2024度の国内総生産
（GDP）成長率は2％程度と予測している。

輸出の「強制両替」緩和、
35％に引き下げ
　ミャンマー中央銀行（CBM）は、12月5日
付で貿易取引における為替レートを部分的
に変動為替制に移行すると発表したが、こ
れに続き12月6日、輸出の強制両替の割合
を50％から35％に引き下げると発表した。
　これまでCBMは、輸出で得られた米ドル
の50％を1米ドル＝2,100Ksの公定レート
で、残りの50％を1米ドル＝2,920Ksの非
正規レートで現地通貨チャットに両替する
よう義務づけていた。

セドナホテル、
営業再開
　ヤンゴンの5つ星ホテル「セドナホテル 
ヤンゴン」が、12月1日に営業を再開した。
　同ホテルはシンガポールの政府系複合企
業ケッペル・コーポレーションの子会社が
出資する持ち株会社グリーンフィールド・
デベロップメント（GDPL）が100％出資して
いたが、GDPLが保有していた全株式を中国
系企業のスプリング・ブロッサム・ベンチャー
ズ社に5,740万米ドル（およそ85億円）で売
却していた。同社は新たな運営事業者を探
していたが、出張者や国内富裕層に利用が
期待できるとして自社運営に舵を切った。

ミャンマー中銀、燃油輸入業社に
972万米ドルを売却
　外貨不足に直面する軍評議会（SAC）統制下
のミャンマー中央銀行（CBM）は12月18日、
国内の燃油輸入業社に対し972万米ドルを
売却したと発表した。
　ウイン・シェイン計画・財務大臣（兼副首
相）によると、決済に必要とする外貨をCBM
が設定した為替レートで輸入業者に売却し
たという。CBMは12月5日、民間銀行を通
じて外貨の売買をオンラインで報告・承認
する「非正規レート」を廃止しているが、
今回の外貨売却について具体的なレートは
明らかにされなかった。

2023年4月～11月ミャンマー
水産物輸出額は4.4億米ドル
　軍評議会（SAC）農業・畜産・灌漑省は、
2023年4月1日から11月30日の水産物輸出
額が4億4,857万米ドル（およそ640億円）
だったと発表した。
　ミャンマー産の水産物は、主に中国やタ
イなど隣国のほか、日本や米国など世界40
か国以上に輸出されている。同省は、今年
度の水産物輸出について前年同程度の8億米
ドル（およそ1,150億米ドル）を想定している。

駐日ミャンマー大使館、
950人以上の求人を認証
　駐日ミャンマー大使館は12月15日、日本
の企業が採用を決定したミャンマー人労働
者およそ950人の求人票（Demand Letter）
を認証、監理団体に送付したと発表した。
　同大使館は、日本の企業によるミャンマー
人労働者335件の求人内容を精査し、確認
が取れた958人分を認証、軍評議会（SAC）外
務省に報告した。同大使館は、11月にも
1,000人の求人を認証している。

ミャンマー 4月～11月の輸出額は
100億米ドル 前年比10％減
　軍評議会（SAC）経済・貿易省は、2023年
4月1日～12月初旬までの8か月間の輸出額
が100億米ドル（およそ1兆4,500億円）だっ
たと発表した。前年同期と比較して11億万
米ドル（およそ1,600億円）の減少となった。
　ミャンマーは、輸出を強化するために国
家輸出戦略（NES）を策定しているが、政情不
安の拡大もあり効果が現れていない。NES
の優先分野は、衣料品、電子機器などの工
業製品、農林水産物、デジタル分野などで
構成されている。



　ヤンゴン市内は、東南アジアの他の都市と
比較すると邦人、外国人が住んでいる地区は
広域に広がっています。市内に政府の大きな
土地が点在しており、エリアが大きく分断さ
れ、また国や市による統括的な開発計画がな
されないまま現在に至っていることが主な要
因です。その中で、日本人の方に人気の居住
エリアと特徴をいくつか挙げたいと思います。

①ダゴンタウンシップ（ヨーミンジー通り周辺）
　ダウンタウンにも近く、飲食店を中心に、コ
ンビニ、マッサージ店など徒歩圏内に様 な々お

店があり、生活をするのに非常に便利で す。
　ヨーミンジー、ボーヤンニュ、ナワディー各通
りには飲食店が軒を連ね、車通りも多く朝か
ら晩まで非常に賑わっているエリアです。
　ダウンタウンから至近ということもあり、日
本人を含む外国人駐在員にはとても人気の
エリアの一つでした。周辺のお店の方は簡単
な英語が話せることが多く生活に困りませ
ん。ただエリアとしては古くからあるエリア で、
建物の建て替えなどが進んでおらず、コンドミ
ニアムに関しては、発電機がない物件や古い
物件が多いです。 

②バハンタウンシップ　
　エリアの中にはゴールデンバレーと呼ばれ
る、ミャンマーの富裕層が住む高級住宅街が
あり、また各国の大使館や大使公邸などが
ある為、治安はヤンゴン随一です。優良なサー
ビスアパートやコンドミニアムが多くあるので、
日本人に限らず各国の駐在員に人気のエリ
アです。ゴールデンバレーのみならず、若者に
も人気の飲食店が多いサヤサン通りやシュエ
ダゴンパゴダもバハンに位置し、パゴダ近くの
バハン市場などは毎日地元の方々で大いに
賑わっています。

住居エリアについて
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松永製作所

CRECIMIENTO
Industrial
Myanmar

SCI Metal Tech
(Myanmar)

ABBA Aluminium
Myanmar Century
Steel Structure Ltd.

Fuji Trans
Logistics

SUZUKI

Guston
Amava

Myarnak

エースコックショーワ
グローブ

Yangon Can
Manufacturing

Vanguard
Apparel

A & N Food
(MYANMAR)

あつみ
ファッション

METRO 
WHOLESALE
MYANMAR

KORYO CABLE MYANMAR

SEWAGE TREATMENT
PLANT（浄水施設）

大陽日酸

Marketech Integrated
Manufacturing Co., Ltd.

AJU MYANMAR

MARUBENI MYANMAR
Fertillzer

Kim Pai Printing &
Packaging

NS Blue Scope  Lysaght

FUMAKILLA MYANMAR 

SEIKI TOKYU MYANMAR ROAD 

CHEMICAL INDUSTRIES

Sankyo Frontier

Agri First

Sahadharawat Can

YOJIN Cement

FUJI FILM
Myanmar

スーパーホテル

Diamond Rental

Buhler
AKTIO

Yanmar Myanmar

Kalbe Myanmar

Wisechamp

NMD MYANMAR

TCCC Myanmar

YANGON
BLUMARE

TOA COATING (MYANMAR)

YTL Cement Myanmar

Soil Build (Thilawa)

Konoike
Transportation

KUBOTA

Myanmar
Ajinomoto

Foods

CTM
PAINTS

Myanmar
Ajinomoto

Foods

RK YANGON
STEEL

Popular
Plastic

Zifam
Pyrex

Myanmar
UEM

 (UNIMIT ENGINEERING MYANMAR)

Seiji
Factory

Yusen 
Logistics

BOXPAK (MYANMAR) 

KIANJOO CAN (MYANMAR) 

VJP

江洋ラヂエーター

フォスター電機

ワコール

RYOBI

Thilawa Global Logistics
（住友商事・上組）

MJTD

Standard
Urai Paint

Millcon
Thiha Gel

DAIZEN
MYANMAR

DOWA エコシステム KAS

ALIDAC
Healthcare WATER PURIFICATION

PLANT（浄水施設）

Velbon
Pacific-PSP
Syntech

C J FOODS 王子 Myanmar
Packaging

日通倉庫
PEB Steel
Myanmar

Indorama
Ventures Ball Asia Corp.

ヤクルト
ミャンマー

S.P.Pet Pack
Cute Myanmar

FTILL

フジワーク

500m0

 MOOZ & COMPANY

C.P.P.
Fertilizer

Rental Factory

Igeta & Sun
（イゲタ金網）

ZONE A
(405Ha)

ZONE B
(101Ha)

ティラワのランドマーク
である正面ゲート

ヤンゴンからは有名なチャイカウパ
ゴダを南下していくルートが一般的。
かつては凸凹だった道路も整備され、
スムーズに走れるようになった

ガソリン補給のタンクローリー
で渋滞するため、こちらは通ら
ないのが一般的

※地図上に記載
されている社名
には、建設中・
稼働中の双方が
含まれます

ヤンゴン
市内 タンリン橋

ダゴン橋

スター
シティ

ZONE
A

ティラワ経済特区
（2400Ha）

ティラワ経済特区
（2400Ha）ティラワ地区港

チャイカウ
パゴダ

正面ゲート正面ゲート

FLP
Tharkayta
（F&P）

FLP
Tharkayta
（F&P）

ティラワ経済特別区
（SEZ）

N

　工場

地図の記号

　オフィス
　倉庫
　銀行

ONE Ocean Network Express (Myanmar) Ltd.
422 #11-02, International Commercial Centre,
Corner of Strand Road and Botahtaung Pagoda Road,
Botahtaung Township, Yangon

ONE DELIVERS YOUR EVERYDAY
Scan to access ONE service maps
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ONE Ocean Network Express (Myanmar) Ltd.
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LIVE Chat
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Sports Gear
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OKAMURA TRADING 
MYANMAR

TO Plaspack

Liwayway Foods

BS Yangon

Advanz Beverage
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Hansac Myanmar
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Aller Aqua
Myanmar

YUKIOH

SAINT GOBAIN

Tohno Precision
Myanmar

住友電装

DAE-A ELECTRONICS
MYANMAR

JFE Meranti
Myanmar

Kubota Myanmar

DS Myanmar

Oshimanoki
Myanmar

SEWAGE
SENDING
STATLON

Yangon Industrial
Gas (Thilawa)

Siam GS Battery
Myanmar

Norman Myanmar

Unique Sea
Products Myanmar

Toyo Ink
Myanmar

ティラワ経済特別区（SEZ）
ZONE B
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地図の記号

　オフィス
　倉庫

　水処理場

ミャンマー
キナン

ZONE B
(101Ha)

ZONE A
(405Ha)

TOYOTA
MYANMAR

MJTDの前の道を東側
に３分ほど進み、一つ
目の十字路を右折する

ゾーンBへの入り口は現在こちらのみ。
ゾーンAからは車で６、７分ほど

ZO
N
E
 A

+95-(0)9-421124747  (担当: トト) 

①最新ニュースが読み放題
②過去の全ニュースを閲覧可能
③全バックナンバーがネットで閲覧可能

①最新ニュースが読み放題
②過去の全ニュースを閲覧可能
③全バックナンバーがネットで閲覧可能

月額3900円（税込4290円）

7日間無料
いつでも
解約可能!

 myanmarjapon.com

ミャンマー最新情報を
どこよりも早く！
ビジネスマン必読!

プレミアム会員のメリット
ビジネスマン必読!

プレミアム会員のメリット







WEBサイトを開く
https://myanmarjapon.com/

http://bit.ly/3WStzEf



